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概要

OpenShift Data Science Operator のアップグレードプロセスについて説明します。
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第1章 RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
ドキュメントの改善点については、Red Hat にお知らせください。以下の手順に従って、ドキュメント
ページから直接フィードバックを提供できます。

1. カスタマーポータルにログインしていることを確認してください。

2. 本書を Multi-page HTML 形式で表示していることを確認してください。

3. フィードバックを提供する文章を強調表示します。Add Feedback プロンプトが表示されま
す。

4. Add Feedback をクリックします。

5. Feedback テキストボックスにコメントを入力し、Submit をクリックします。

フィードバックが送信されると、Red Hat は自動的に問題の追跡を作成します。Submit をクリックし
た後に表示されるリンクを開き、問題の監視を開始するか、さらにコメントを追加して、問題に関する
詳細情報を送信してください。

フィードバックの提供にご協力いただきありがとうございました。

第1章 RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
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第2章 OPENSHIFT DATA SCIENCE SELF-MANAGED のアップ
グレードの概要

クラスター管理者は、Red Hat OpenShift Data Science Operator を自動または手動でアップグレード
するように設定できます。

重要

Red Hat OpenShift Data Science Self-managed ベータ版から一般公開 (GA) リリースへ
の直接のアップグレードはサポートされていません。詳細は、Uninstalling Red Hat
OpenShift DataScience Self-managed Beta version prior to installing a General
Availability (GA) release を参照してください。

自動更新を選択した場合には、Red Hat OpenShift Data Science Operator の新しいバージョン
が利用可能になると、Operator Lifecycle Manager (OLM) はオペレーターの実行中のインスタ
ンスを人間の介入なしで自動的にアップグレードします。

手動更新を選択した場合には、Red Hat OpenShift Data Science Operator の新しいバージョン
が利用可能になると、OLM は更新要求を作成します。クラスター管理者は、更新リクエストを
手動で承認して、Operator を新しいバージョンに更新する必要があります。保留中の
Operator のアップグレードを承認して OpenShift Data Science Self-managed のサポート対象
バージョンに留まる方法は Manually approving a pending Operator upgrade  を参照してくださ
い。

Red Hat は、OpenShift Data Science Self-managed の現在のリリースバージョンと 3 つの以前のリ
リースバージョンをサポートしています。たとえば、バージョン 1.24 が最新バージョンの場合、バー
ジョン 1.23、1.22、および 1.21 は引き続きサポートされ、バージョン 1.20 以前はサポートされなくなり
ます。

関連情報

Operator Lifecycle Manager ワークフロー

OpenShift Data Science のアップグレード戦略の設定

Red Hat OpenShift Data Science Self-managed 1-latest OpenShift Data Science Self-managed のアップグレード
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第3章 OPENSHIFT DATA SCIENCE のアップグレード戦略の設定
クラスター管理者は、Red Hat OpenShift Data Science Operator のアップグレード戦略を設定できま
す。

前提条件

cluster-admin ロールが割り当てられたユーザーで OpenShift Container Platform クラスター
にアクセスできる。

Red Hat OpenShift Data Science Operator がインストールされている。

手順

1. OpenShift Container Platform クラスター Web コンソールにログインします。

2. Administrator パースペクティブで、Operators → Installed Operators に移動します。

3. Red Hat OpenShift Data Science Operator をクリックします。

4. Subscription タブをクリックします。

5. Update approval で、鉛筆アイコンをクリックし、次の更新戦略のいずれかを選択します。

Automatic: 新しい更新プログラムが利用可能になるとすぐにインストールされます。

Manual: インストールを開始する前に、新しい更新を手動で承認する必要があります。

6. Save をクリックします。

関連情報

インストールされた Operator のアップグレード
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